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岩手県幹線道路協議会規約（改正案） 

（名 称）

第１条  本会は、岩手県幹線道路協議会（以下「協議会」という。）と称する。

（目 的）

第２条  協議会は、岩手県における幹線道路計画に必要な事項について、関係機関相互

の連絡・調整を図ることを目的とする。

（事 業）

第３条  協議会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

（１）  総合的な交通体系の検討を踏まえた道路計画の立案

（２）  地域開発・大規模施設開発等に関する道路計画の検討

（３）  交通安全・渋滞・駐車対策等に必要な整備計画の立案

（４）  道路管理に関する必要な整備計画の立案

（５）  道路に関する国民の理解と協力を深めるために必要な広報・公聴活動

（６）  その他目的を達成するために必要な事業

（構 成）

第４条  協議会は、国土交通省東北地方整備局、岩手県、東日本高速道路㈱東北支社、

その他会長が必要と認める機関の職員により構成する。

（組 織）

第５条  協議会の会長は、岩手県県土整備部長が当たる。

２ 会長は、協議会を統括する。

３ 協議会に委員会を設ける。

４ 協議会に委員会の下部組織として専門部会を設ける。

（委員会）

第６条  委員会の委員長は、協議会の会長である岩手県県土整備部長が当たる。

２ 委員会の座長は、委員長が当たる。ただし、委員長に事故あるときは、委員長があ

らかじめ指名した者がその職務を代行する。

３ 委員会の委員長は、委員会を統括し委員会を召集する。

４ 委員会の構成は、別表１のとおりとする。ただし、必要に応じ、委員長が指名する

臨時の委員を参加させることができる。

資料１
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（専門部会）

第７条  専門部会の部会長は、東北地方整備局岩手河川国道事務所長が当たる。

２ 専門部会の座長は、部会長が当たる。ただし、部会長に事故あるとき、または審議

内容によりそれによりがたい場合は、部会長があらかじめ指名した者がその職務を代

行する。

３ 専門部会の部会長は、専門部会を統括する。

４ 専門部会の構成は、別表２のとおりとする。部会長は、この中から審議内容により

必要と認める会員を指名し、召集する。ただし、必要に応じ、部会長が指名する臨時

の会員を参加させることができる。

５ 専門部会は、協議会の事業について調査・検討し、その成果を委員会に報告しなけ

ればならない。

（事務局）

第８条  協議会の事務局は、東北地方整備局岩手河川国道事務所調査第二課、三陸国道

事務所調査第一課、南三陸国道事務所調査品質確保課及び岩手県県土整備部道路建設

課に置く。

（庶 務）

第９条  協議会の庶務は、岩手県県土整備部道路建設課において行うものとする。ただ

し、専門部会の庶務は、当該部会の所掌する事業の主体において行うことができる。

附 則

この規約は、平成３年６月１７日から施行する。

この規約は、平成６年６月１６日から施行する。

この規約は、平成１４年７月５日から施行する。

この規約は、平成１５年７月３０日から施行する。

この規約は、平成１６年７月６日から施行する。

この規約は、平成１８年６月２０日から施行する。

この規約は、平成２８年１２月５日から施行する。

この規約は、平成３０年８月２８日から施行する。
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別表１（第６条関係）

岩手県幹線道路協議会委員会

役 職 所 属 職 名

委員長 岩手県 県土整備部長

委 員 東北地方整備局 企画調整官

〃 〃 道路調査官

〃  〃 企画課長

〃  〃 広域計画課長

〃  〃 道路計画第一課長

〃  〃 道路計画第二課長

〃  〃 地域道路課長

〃  〃 岩手河川国道事務所長

〃  〃 三陸国道事務所長

〃  〃 南三陸国道事務所長

〃 東日本高速道路(株)東北支社 総合企画課長

〃 岩手県政策地域部 交通政策室長

〃 岩手県県土整備部 道路都市担当技監

〃  〃 道路建設課総括課長

〃  〃 道路環境課総括課長

〃  〃 都市計画課総括課長
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別表２（第７条関係）

岩手県幹線道路協議会専門部会

役 職 所 属 職 名

部 会 長 東北地方整備局 岩手河川国道事務所長

副部会長 〃 三陸国道事務所長

〃  〃 南三陸国道事務所長

〃 岩手県県土整備部 道路都市担当技監

会 員 東北地方整備局 企画課長

〃  〃 広域計画課長

〃  〃 路政課長

〃  〃 道路計画第一課長

〃  〃 道路計画第二課長

〃  〃 地域道路課長

〃  〃 道路管理課長

〃  〃 交通対策課長

〃  〃 岩手河川国道事務所副所長

〃  〃 三陸国道事務所副所長

〃  〃 南三陸国道事務所副所長

〃 東日本高速道路(株)東北支社 総合企画課長

〃 岩手県政策地域部 交通政策室地域交通課長

〃 岩手県県土整備部 道路建設課総括課長

〃  〃 道路環境課総括課長

〃  〃 都市計画課総括課長
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(H30) 

改  正  案 現 行 備  考 

岩 手 県 幹 線 道 路 協 議 会 規 約 

 （名 称） 

第１条  本会は、岩手県幹線道路協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 （目 的） 

第２条  協議会は、岩手県における幹線道路計画に必要な事項について、関係機関

相互の連絡・調整を図ることを目的とする。 

 （事 業） 

第３条  協議会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

(1) 総合的な交通体系の検討を踏まえた道路計画の立案 

(2) 地域開発・大規模施設開発等に関する道路計画の検討 

(3) 交通安全・渋滞・駐車対策等に必要な整備計画の立案 

(4) 道路管理に関する必要な整備計画の立案 

(5) 道路に関する国民の理解と協力を深めるために必要な広報・公聴活動 

(6) その他目的を達成するために必要な事業 

 （構 成） 

第４条  協議会は、国土交通省東北地方整備局、岩手県、東日本高速道路㈱東北支

社、その他会長が必要と認める機関の職員により構成する。 

 （組 織） 

第５条  協議会の会長は、岩手県県土整備部長が当たる。 

２ 会長は、協議会を統括する。 

３ 協議会に委員会を設ける。 

４ 協議会に委員会の下部組織として専門部会を設ける。 

 （委員会） 

第６条  委員会の委員長は、協議会の会長である岩手県県土整備部長が当たる。 

２ 委員会の座長は、委員長が当たる。ただし、委員長に事故あるときは、委員

長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

３ 委員会の委員長は、委員会を統括し委員会を召集する。 

４ 委員会の構成は、別表１のとおりとする。ただし、必要に応じ、委員長が指

名する臨時の委員を参加させることができる。 
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岩 手 県 幹 線 道 路 協 議 会 規 約 

 （名 称） 

第１条  本会は、岩手県幹線道路協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 （目 的） 

第２条  協議会は、岩手県における幹線道路計画に必要な事項について、関係機関

相互の連絡・調整を図ることを目的とする。 

 （事 業） 

第３条  協議会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

(1) 総合的な交通体系の検討を踏まえた道路計画の立案 

(2) 地域開発・大規模施設開発等に関する道路計画の検討 

(3) 交通安全・渋滞・駐車対策等に必要な整備計画の立案 

(4) 道路管理に関する必要な整備計画の立案 

(5) 道路に関する国民の理解と協力を深めるために必要な広報・公聴活動 

(6) その他目的を達成するために必要な事業 

 （構 成） 

第４条  協議会は、国土交通省東北地方整備局、岩手県、東日本高速道路㈱東北支

社、その他会長が必要と認める機関の職員により構成する。 

 （組 織） 

第５条  協議会の会長は、岩手県県土整備部長が当たる。 

２ 会長は、協議会を統括する。 

３ 協議会に委員会を設ける。 

４ 協議会に委員会の下部組織として専門部会を設ける。 

 （委員会） 

第６条  委員会の委員長は、協議会の会長である岩手県県土整備部長が当たる。 

２ 委員会の座長は、委員長が当たる。ただし、委員長に事故あるときは、委員

長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

３ 委員会の委員長は、委員会を統括し委員会を召集する。 

４ 委員会の構成は、別表１のとおりとする。ただし、必要に応じ、委員長が指

名する臨時の委員を参加させることができる。 

1  
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（専門部会） 

第７条  専門部会の部会長は、東北地方整備局岩手河川国道事務所長が当たる。 

２ 専門部会の座長は、部会長が当たる。ただし、部会長に事故あるとき、また

は審議内容によりそれによりがたい場合は、部会長があらかじめ指名した者が

その職務を代行する。 

３ 専門部会の部会長は、専門部会を統括する。 

４ 専門部会の構成は、別表２のとおりとする。部会長は、この中から審議内容

により必要と認める会員を指名し、召集する。ただし、必要に応じ、部会長が

指名する臨時の会員を参加させることができる。 

５ 専門部会は、協議会の事業について調査・検討し、その成果を委員会に報告

しなければならない。 

 （事務局） 

第８条  協議会の事務局は、東北地方整備局岩手河川国道事務所調査第二課、三陸

国道事務所調査第一課、南三陸国道事務所調査品質確保課及び岩手県県土整

備部道路建設課に置く。 

 （庶 務） 

第９条  協議会の庶務は、岩手県県土整備部道路建設課において行うものとする。

ただし、専門部会の庶務は、当該部会の所掌する事業の主体において行うこ

とができる。 

 附 則 

この規約は、平成３年６月１７日から施行する。 

この規約は、平成６年６月１６日から施行する。 

この規約は、平成１４年７月５日から施行する。 

この規約は、平成１５年７月３０日から施行する。 

この規約は、平成１６年７月６日から施行する。 

この規約は、平成１８年６月２０日から施行する。 

この規約は、平成２８年１２月５日から施行する。 

この規約は、平成３０年８月２８日から施行する。 

2 

（専門部会） 

第７条  専門部会の部会長は、東北地方整備局岩手河川国道事務所長が当たる。 

２ 専門部会の座長は、部会長が当たる。ただし、部会長に事故あるとき、また

は審議内容によりそれによりがたい場合は、部会長があらかじめ指名した者が

その職務を代行する。 

３ 専門部会の部会長は、専門部会を統括する。 

４ 専門部会の構成は、別表２のとおりとする。部会長は、この中から審議内容

により必要と認める会員を指名し、召集する。ただし、必要に応じ、部会長が

指名する臨時の会員を参加させることができる。 

５ 専門部会は、協議会の事業について調査・検討し、その成果を委員会に報告

しなければならない。 

 （事務局） 

第８条  協議会の事務局は、東北地方整備局岩手河川国道事務所調査第二課、三陸

国道事務所調査第一課、南三陸国道事務所調査品質確保課及び岩手県県土整

備部道路建設課に置く。 

 （庶 務） 

第９条  協議会の庶務は、岩手県県土整備部道路建設課において行うものとする。

ただし、専門部会の庶務は、当該部会の所掌する事業の主体において行うこ

とができる。 

 附 則 

この規約は、平成３年６月１７日から施行する。 

この規約は、平成６年６月１６日から施行する。 

この規約は、平成１４年７月５日から施行する。 

この規約は、平成１５年７月３０日から施行する。 

この規約は、平成１６年７月６日から施行する。 

この規約は、平成１８年６月２０日から施行する。 

この規約は、平成２８年１２月５日から施行する。 
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別表１（第６条関係） 

岩手県幹線道路協議会委員会 

役 職 所 属 職 名 

委員長 岩手県 県土整備部長 

委 員 東北地方整備局 企画調整官 

〃 〃 道路調査官 

〃 〃 企画課長 

〃 〃 広域計画課長 

〃 〃 道路計画第一課長 

〃 〃 道路計画第二課長 

〃 〃 地域道路課長 

〃 〃 岩手河川国道事務所長 

〃 〃 三陸国道事務所長 

〃 〃 南三陸国道事務所長 

〃 東日本高速道路㈱東北支社 総合企画課長 

〃 岩手県政策地域部 交通政策室長 

〃 岩手県県土整備部 道路都市担当技監 

〃 〃 道路建設課総括課長 

〃 〃 道路環境課総括課長 

〃 〃 都市計画課総括課長 
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別表１（第６条関係） 

岩手県幹線道路協議会委員会 

役 職 所 属 職 名 

委員長 岩手県 県土整備部長 

委 員 東北地方整備局 企画調整官 

〃 〃 道路調査官 

〃 〃 企画課長 

〃 〃 広域計画課長 

〃 〃 道路計画第一課長 

〃 〃 道路計画第二課長 

〃 〃 地域道路課長 

〃 〃 岩手河川国道事務所長 

〃 〃 三陸国道事務所長 

〃 〃 南三陸国道事務所長 

〃 東日本高速道路㈱東北支社 総合企画課長 

〃 岩手県 県土整備部 道路都市担当技監 

〃 〃 地域振興室長 

〃 〃 道路建設課総括課長 

〃 〃 道路環境課総括課長 

〃 〃 都市計画課総括課長 
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別表２（第７条関係） 

岩手県幹線道路協議会専門部会 

役 職 所 属 職 名 

部 会 長 東北地方整備局 岩手河川国道事務所長 

副部会長 〃 三陸国道事務所長 

〃  〃 南三陸国道事務所長 

〃 岩手県県土整備部 道路都市担当技監 

会 員 東北地方整備局 企画課長 

〃 〃 広域計画課長 

〃 〃 路政課長 

〃 〃 道路計画第一課長 

〃 〃 道路計画第二課長 

〃 〃 地域道路課長 

〃 〃 道路管理課長 

〃 〃 交通対策課長 

〃 〃 岩手河川国道事務所副所長 

〃 〃 三陸国道事務所副所長 

〃 〃 南三陸国道事務所副所長 

〃 東日本高速道路㈱東北支社 総合企画課長 

〃 岩手県政策地域部 交通政策室地域交通課長 

〃 岩手県県土整備部 道路建設課総括課長 

〃 〃 道路環境課総括課長 

〃 〃 都市計画課総括課長 

4 

別表２（第７条関係） 

岩手県幹線道路協議会専門部会 

役 職 所 属 職 名 

部 会 長 東北地方整備局 岩手河川国道事務所長 

副部会長 〃 三陸国道事務所長 

〃  〃 南三陸国道事務所長 

〃 岩手県 県土整備部 道路都市担当技監 

会 員 東北地方整備局 企画課長 

〃 〃 広域計画課長 

〃 〃 路政課長 

〃 〃 道路計画第一課長 

〃 〃 道路計画第二課長 

〃 〃 地域道路課長 

〃 〃 道路管理課長 

〃 〃 交通対策課長 

〃 〃 岩手河川国道事務所副所長 

〃 〃 三陸国道事務所副所長 

〃 〃 南三陸国道事務所副所長 

〃 東日本高速道路㈱東北支社 総合企画課長 

〃 岩手県 地域振興室交通課長 

〃 〃 道路建設課総括課長 

〃 〃 道路環境課総括課長 

〃 〃 都市計画課総括課長 

4 
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ビジョン・計画
　　　　　　の策定依頼通知について
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岩手県の現状と将来像（案）

■既存の総合的なビジョン

いわて県民計画
H21.12

計画の内容 計画の内容

これからの希望あふれる岩手を実現していく
ため、概ね10年後を展望しながら、岩手にゆ
かりある人も含めた県民一人ひとりがこれか
らどうありたいかを考え、私たち県民みんな
の力を結集し、それぞれの希望に向かって行
動していくための羅針盤

岩手県次期総合計画（素案）において示された地域の課題と将来像をベースに新広域道路交通ビジョンへ反映

資料4

新広域道路交通ビジョンの内容

地域の将来像
 既存の地域における総合的なビジョンを

ベース

 地域の社会経済の現状や見直しを踏ま
えた目指すべき姿

地域の将来像
 既存の地域における総合的なビジョンを

ベース

 地域の社会経済の現状や見直しを踏ま
えた目指すべき姿

広域的な交通の課題と取組
 平常時・災害時及び物流・人流の観点に

おける課題整理

 ICTや自動運転等の技術革新を踏まえた
取り組み

広域的な交通の課題と取組
 平常時・災害時及び物流・人流の観点に

おける課題整理

 ICTや自動運転等の技術革新を踏まえた
取り組み

広域的な道路交通の基本方針
 広域道路ネットワーク、交通・防災拠点、ICT

交通マネジメントに対する基本方針

広域的な道路交通の基本方針
 広域道路ネットワーク、交通・防災拠点、ICT

交通マネジメントに対する基本方針

岩手県東日本大震災津波復興計画
復興基本計画

H23.8

かつて経験したことのない東日本大震災津
波を受けて、科学的、技術的な知見に立脚
し、沿岸地域をはじめとした岩手県全体が、
震災を乗り越えて力強く復興するための地
域の未来の設計図としての計画

岩手県次期総合計画（素案）
H30.6

※H31.3策定予定

計画の内容

岩手の未来のあるべき姿を実現するため、復興
とその先も見据え、時代の潮流や岩手の特性・
可能性を踏まえながら、今後10年間の、県の政
策推進の方向性や具体の取組内容を示すととも
に、県民等のあらゆる構成主体が自ら取組を進
めていくためのビジョン

いわて県民計画 （平成21年度～平成30年度）

岩手県東日本大震災津波復興計画 （平成23年度～平成30年度）

岩手県次期総合計画
（2019年度～2028年度）

※岩手県次期総合計画・・・平成30年度で計画期間終了となる既存計画を引き継ぎ、社会経済情勢の変化など時代の潮流を見据えながら策定する計画
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岩手県の現状と将来像（案）

東⽇本⼤震災津波の経験に基づき、引き続き、復興に取り組みながら、幸福を守り育てる希望郷いわて

■岩⼿県の現状（課題）〜岩⼿県次期総合計画（素案）‐⻑期ビジョン‐から引⽤〜

■岩⼿県の将来像 〜岩⼿県次期総合計画（素案）‐⻑期ビジョン‐〜

資料：次期総合計画説明資料

②東日本大震災津波からの復興

③地域の暮らしを支える公共交通の確保

④岩手の未来を拓くものづくり産業の活性化

①人口減少と少子高齢化の急速な進行

⑤科学・情報技術を活用できる基盤の強化

⑥安全・安心を支える社会資本の整備

⑦産業や観光振興の基盤となる社会資本の整備

⑧生活を支える社会資本の適切な維持管理等の推進

資料4

県民一人ひとりが互いに支え合いながら、幸福を追求していくことができる

地域社会を実現していくため、「健康・余暇」、「家族・子育て」、「教育」、「居

住環境・コミュニティ」、「安全」、「仕事・収入」、「歴史・文化」、「自然環境」

と、これら分野を下支えする共通的土台としての「社会基盤」を加えた９つの

政策分野を設定し、一人ひとりの幸福を守り育てる取組を展開する。

県民一人ひとりが互いに支え合いながら、幸福を追求していくことができる

地域社会を実現していくため、「健康・余暇」、「家族・子育て」、「教育」、「居

住環境・コミュニティ」、「安全」、「仕事・収入」、「歴史・文化」、「自然環境」

と、これら分野を下支えする共通的土台としての「社会基盤」を加えた９つの

政策分野を設定し、一人ひとりの幸福を守り育てる取組を展開する。

社会基盤の取組方向 〜防災対策や産業振興など幸福の追求を⽀える社会基盤や環境が整っている岩⼿〜社会基盤の取組方向 〜防災対策や産業振興など幸福の追求を⽀える社会基盤や環境が整っている岩⼿〜

出典：岩手県人口ビジョン（概要版）H27.10月

２



 今後の検討体制・進め方（案） 

■今後の検討体制

○検討の場  ： 岩手県幹線道路協議会

○意見聴取等

有識者・各種団体等 

既存の委員会等の活用または各委員会により構成した有識者会議等を設置し意見を伺う 
※ 既存の委員会（岩手県道路交通環境安全推進連絡会、岩手県都市計画審議会、岩手県国土強靭化地域計画推進アドバイザリー会議、 

他行政機関等 

港湾・空港・鉄道等の他の交通モードを所管する関連行政機関や警察・自衛隊へ個別に意見聴取を予定 

■今後の進め方

○平成30年11月頃

○平成30年12月頃

・岩手県版ビジョン（案）の中間とりまとめ、岩手県版新広域道路交通計画（1次案）の策定 

・東北ブロック新広域道路交通ビジョン（案）の中間とりまとめ

・東北ブロック新広域道路交通計画（1次案）の策定

・その中で、既存道路（開通区間及び事業区間）をベースとした重要物流道路（案）及び代替・補完路（案）

の選定 

資料5 

   盛岡市中心市街地活性化協議会、岩手県渋滞対策推進協議会、いわて観光立県推進会議 等） 

○平成31年  1月頃
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